『水土里の路ウォーキング 古宇利と屋我地』の開催

去る１１月２０日、沖縄県今帰仁村において、『水土里の路ウォーキング 古宇利と屋我地』が開催された。水土里の路ウォーキングは、都市部の人が普段ふれる機会が少ない土地改良施設の役割や維持管理の重要性についての学習と、農村のもつ多面的機能や地域資源保全に対する理解を深めることを目的に行われており、本年度で９回目の開催となる。

　コースの中では、土地改良地区内の畑地かんがい施設の他に、県内最長である古宇利大橋や絶景で有名なワルミ海峡を一望できるワルミ大橋も含まれており、参加者は沖縄の風を浴びながら、ウォーキングを満喫した。
また、羽地大川土地改良区に協力していただき、給水所施設の近くで農業農村整備に関するパネル展示や農業用水の役割などの説明を行った。
折り返し地点においては、地元で栽培されているクワンソウ(アキノワスレグサ)の酢漬けや黒糖を口にして元気回復を図った。
参加者全員が無事完歩でき、笑顔で完歩賞を受け取っていた。また、土地改良施設の役割や農業の多面的機能などについての普及啓発を十分に行えることができ、盛会裏に終えた。
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